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令和 2年 9月吉日 

中野区立中学校 PTA 連合会 

会長 小鹿原 徳人 

中野区立中学校の教育環境および施設・設備の改善に関する要望 

日ごろより、中野区立中学校 PTA 連合会の活動にご理解とご協力を賜り、誠にありがと

うございます。 

平成 17 年に中野区教育ビジョンを策定（現在：第 3 次）以降、「一人ひとりの可能性を

伸ばし、未来を切り拓く力を育む」という教育理念のもと、生徒たちの教育、生活のため

に様々な取り組みを実践いただいていること、また、今直面している教育環境の課題に対

しての改善にご尽力いただいていることに心より感謝申し上げます。 

令和の新時代に子どもたちが躍動するため、連合会も新たな気持ちで活動に取り組んで

まいりましたが、昨年度末より、人類は目に見えない脅威に晒されることとなりました。

日常は一変し、人々が今まで培ってきた直接の「人と人との繋がり」を断つことが求めら

れ、特に学校教育の根幹をも見直さすような事態に、子どもも先生も保護者も教育関係の

皆さまも先行きが見えず、今もその不安はぬぐい切れてはおりません。 

昨年度より校長会のご協力のもと新たに開催した『合同進路相談会』はこれからの中 P

連という存在の根幹を成すものであり、今年度も開催する方向でしたが様々な事情を勘案

し、非常に残念ではありますが中止といたしました。 

しかしながら、教育関係の皆さま、並びに保護者の芯[真]の目的が変わるものではあり

ません。『中野区の子どもたちの安心・安全のための活動』というのが揺るぎない活動の根

幹である以上、私たちは常に前を向き、そして今後の新しい未来を見据えて活動をしてい

くべきだと考えます。 

このコロナ渦で、壁や距離を隔てて行われる新しいコミュニケーションを余儀なくされ

た結果、中野区も非常に力を注いでいる『ICT』技術の正しい活用に熱い視線が向けられて

います。中野東中学校ではいち早くカリキュラムのインターネット動画配信に取り組み、

ネットニュースにも取り上げられましたが、非常に残念なのは、もともと学校教育に取り

入れる『ICT』とは、似て非成るものであり、あくまでも休業中の対処療法だということで

あります。しかし、今回の取り組みを大きなヒントにすることで、これからの本質的な『ICT』

技術の向上が進み、教員と生徒一人ひとりとのコミュニケーション、隔たりの無い教育を

実現できると信じております。 

昭和 62 年度から始まったこの取組。要望書を通じていろいろな学校教育環境の現場を見

せてまいりました。今年度の大きな逆境の中だからこそ、生徒の安全・安心を確保するた

めの「真の目的」や「ニーズ」が見えてくる部分が多くあります。 

今を生きる子どもたちにより良い環境を、そして何より安全・安心にこの新時代の荒波

を乗り越えるために、皆様のお力添えを賜りますよう心よりお願い申し上げます。 
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〔1〕 生徒の安全・安心について 

1．統一要望 

 

＜統一要望 1＞ ICT について 

中野区立小中学校施設整備計画案（平成 29 年 10 月一部改正）に基づき、令和 2 年まで

に区立小中学校での児童・生徒・教員用のタブレット端末等の整備が決まるなど、区立中

学 10 校の ICT 教育環境の整備を進めていただいております。 

具体的には、これまでに、職員室とすべての普通教室に無線 LAN（教育系 LAN）環境の整

備、教員一人 1 台のタブレット端末の配布、また電子黒板の普通教室プラス 2 台が配備さ

れる等、適時整備を進めていただいております。 

しかし、現実的には、無線 LAN アクセスポイントが足りてない学校があったり、使用方

法がわからず使われていない機材があったり、不具合に対応できるプロフェッショナルな

人材がいなかったりする状況が見られます。そのため、せっかく整備された環境を十分に

活用できていません。 

また、今回の新型コロナウイルスにより新たな教育方法やコミュニケーションが求めら

れております。ICT 教育環境の整備は、本来は学校に登校し、授業を受ける中で、デジタル

化やネット環境を利用するものとして進めていたものですが、その他の感染症を含めた対

策として、また、様々な事情により勉強をしたくてもなかなか登校できない生徒に対する

ケアができるツールとして、ICT の重要性や、活用方法を改めて、それも早急に見直す必要

があると考えます。 

そのため【 ICT：インターネットを活用した人と人を繋げる技術 】を活用できるシステ

ムとして、生徒一人に 1台のタブレット端末の配備を必須にし、学校での授業はもとより、

家庭での学習においても、学校と生徒がしっかりと繋がっていける環境を整えていただき

たいと思います。 

その実現のために、文部科学省が進める「GIGA スクール構想」における ハード・ソフト・

人材を一体とした整備をより一層加速する必要があります。事業の前倒しに伴い国の予算

も拡充された今こそ環境整備の好機です。 

通常時の ICT 教育環境の充実だけではなく、災害や感染症の発生等による学校の臨時休

業等の緊急時においても、全ての子供たちの学びを保障できる環境を早急に実現するため

に、GIGA スクール構想の校内無線 LAN（AP）増設や校内高速 LAN、安定した高速インターネ

ット接続、大容量サーバー等の環境整備も必要不可欠であり、好機を活かし早々に整備す

べきです。 

学校教育現場は思った以上に切迫しています。新型コロナウイルス以前より、先端技術

を持っている NTT、Softbank などの通信会社や Microsoft 等の PC メーカーが学校教育にお
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ける ICT の活用のためのプランを出しております。他にも各学校のカリキュラムに寄り添

ったタブレットを利用した通信教育を進めている教育関連企業も多くあります。そういっ

た企業と連携するなどし、ICT 支援員派遣や教育ツール開発、教員の ICT を利用した教育へ

の対応教育などに着手する必要があります。子育て推進を掲げている中野の子どもたちの

教育のためには、専門業者へ委託する際は、教育の特性に鑑み競争入札方式ではなく、よ

り専門性を維持するためにプロポーザル方式を採用すべきであると考えております。 

限りある教育予算を投下し整えていただいた ICT 環境を無駄にせず、教育効果を最大限

に高めるために、以下の対策を講じることを強く要望いたします。 

 

◇電子黒板や大型モニター等の増設を図ること。（特別教室含む） 

◇ソフト、ハードの補助が可能な ICT 支援員の派遣拡充を行うこと。 

またその場合は、民間の派遣会社なども視野に入れ、地区毎に派遣もしくは巡回を行う   

ようにし、ICT 支援だけではなく、教育にも見識のある人材が望ましい。 

◇校内高速 LAN、大容量サーバーの環境整備と各学校の無線 LAN アクセスポイント、 

校外インターネット接続のより一層の充実を図ること。 

◇セキュリティへの配慮など、学校教育に特化したタブレットを生徒一人に 1 台配備す 

ること。 

◇デジタル教科書の導入とリモート授業が行える ICT を活用したカリキュラムの構築を 

図ること。 

◇教員に対して、ICT を利用した教育を学ぶ機会を設けること。 

◇業者委託する際は、教育の特性に鑑みて競争入札方式ではなく、より専門性を維持する 

ために業者選定委員会を開催し、プロポーザル方式で指定をすること。 

 

＜統一要望 2＞ 体育館・特別教室の熱中症対策について（継続） 

平成 29年度より本要望を提出させていただきました。お陰様で各校体育館の耐震化工事に

合わせ、空調設備の設置も着々と進み、生徒はもちろん教職員、学校施設を利用する地域の

方々より感謝の声を聞くことができております。さらには、4年前より提案しておりました屋

根や壁面へ反射塗料を塗布するなどの対策も導入していただきありがとうございます。 

一方で、特別教室への設置については未整備の学校があります。今回の新型コロナウイ

ルスにより各学校では密集を防ぐために分散登校という手法を用い対応した経緯がありま

すが、再び感染者が増加し、中野区は都内でも感染者が多い地域の一つとなっております。

これまで熱中症対策だけにフォーカスして参りましたが、新たな視点を持たざるを得ない

状況であります。今後も特別教室等も有効活用し密集を防ぐ努力が求められて参ります。 

平成 28 年度より 5ヵ年計画として取り組んでいただいておりますが、熱中症及び新型コ

ロナウイルスの感染予防対策として特別教室等への空調設備の設置は急務であります。最

終年度である今年度中に設置を完了することはもちろんですが、空き教室も含め全ての部



中野区立中学校 PTA 連合会 

5 

 

屋に空調設備を設置し、一日の大半を学校で過ごす生徒・教職員の肉体的かつ精神的な負

担軽減を図るべきであると考えます。また、再編新校においては将来的な施設運用を加味

した上で設置していただきますよう、以下について強く要望いたします。 

 

◇特別教室への空調設備の設置を確実に行うとともに、新型コロナウイルス対策の一環

として空き教室の使用頻度が高まっているため、必要な箇所に空調設備の設置を図る

こと。 

◇再編新校においては将来的な施設運用を加味した上で設置すること。 

 

＜統一要望 3＞ 多目的トイレ・誰でもトイレの設置について（継続） 

平成 28 年 4 月に施行された障害者差別解消法は、「全ての国民が障害の有無によって分

け隔てられることなく、相互に人格と個性を尊重し合いながら共生する社会の実現に向け、

障害を理由とする差別の解消を推進することを目的としたもの」であります。中野区立中

学校においては現在 3 校に特別支援学級と 1 校に通級学級があり、さらに今後は、特別支

援教室を全校配置するといった多様性の認容と共生社会の実現に向けた教育施策の計画推

進をしていただいているところです。 

ところが、そのソフト（施策）を受け入れるハード（校舎）の多くは、現段階では対応の

遅れが目立っています。ことトイレに関しては、その遅れが顕著に表れているといえます。 

多くの学校に多目的トイレが設置されてはいますが、該当生徒の性別に合わせた男女ど

ちらかのトイレだけであったり、トイレの一番奥に設置されていたりと、利便性がいいと

はいえません。また、普通学級でも先天性の障害、不慮の事故や怪我等による肢体不自由

で車いすの使用を余儀なくされるケースが考えられます。今後も公立学校として、そうし

たニーズに対してより積極的に応えていく必要性があると考えます。 

また、今後は障がいのみにとどまらず、社会的にも取り組みが進む性的マイノリティへ

の理解推進も必要と考えます。成人のみならず性別の違和に悩む生徒も少なからず存在し

ており、その対応は決して無視されるものであってはなりません。公共の場での設置が広

がる「誰でもトイレ」は、障がいのある生徒のみならず、そうした悩みを抱える生徒にも

資するものと考えます。 

中野区教育委員会として、今後の設置を想定しているようですが、各学校により条件等

が異なりますので、設置の際は各学校と十分な意見交換を行うようお願いいたします。 

学校は公共機関であり、地域コミュニティの拠点、また避難所としての役割も担ってお

り、生徒、教員、保護者のみならず、様々な年代や性別の方々の受け入れが求められます。 

今後、中野区ユニバーサルデザイン推進条例に基づき、学校施設にも、既存の設備を縮

小することなく、障がいの有無、性別、年齢などに関わらず、また場所・時間帯などにも

制限されずに利用可能な「多目的トイレ」、「誰でもトイレ」を早期に設置していただくよ

う、以下について強く要望いたします。 
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◇区内 9 校への「多目的トイレ」、「誰でもトイレ」の設置に向けた検討を速やかに行い、

早期の設置を図ること。 

◇設置に向けて検討する際は、各学校との意見交換を十分に行うこと。 

 

北中野中、五中の多目的トイレ 

  

 

 

＜統一要望 4＞ 災害・生徒への安全対策について（新規） 

中野区ホームページでは、東京湾北部地震（M7.3）による被害が最も大きくなると考え

られており、これら被害想定を参考にしつつも、想定を上限ととらえるのではなく、想定

外の事態への備えについても適切に対応策を講じていく必要があると提言されています。 

実際に震災が起こった場合、想像以上の混乱および被害が見込まれます。また、中野区

内の状況は同じデータによると建物棟数 72,285 棟のうち、約 7 割の 51,464 棟が木造建築

であることが確認され、容易に倒壊や火災による被害、また、中心地から離れた密集住宅

街による帰宅困難者の発生が見込まれます。それら避難する人は避難施設として公共の

小・中学校へ避難することになり、その収容場所は体育館もしくは教室となると見込まれ

ます。当然のことながら、その間学校は休校となり、中学生も物資運搬や避難者へ救済活

動をボランティアで行うことが想定されます。実際に東日本大震災において、各避難所で

は、地元中学生が中心となって支援物資の仕分け、飲料水や食糧の提供等を行う大活躍を

見せました。 

現在、ボランティア活動の最中、余震による倒壊、落下物等から頭部を守るための防護

用品の配布や生徒達の防災対応を想定したマニュアルがなく、他区と比較するとやや遅れ

ている状況ですので、以下について強く要望いたします。 

 

◇特に防災に関しては、管轄・所管の分け隔てなく、教育部門と防災部門で定期的に意見

交換と施設状況等の実態を相互に把握すること。 



中野区立中学校 PTA 連合会 

7 

 

◇特に区立中学校 10 校（令和 3 年度より 9 校）生徒約 3,200 名がボランティア活動等

の最中に余震等による建物や塀の倒壊、落下物等から頭部を守るための折畳みヘルメッ

トを早急に配備すること。 

◇中学生のボランティア活動を安全確保した上で運営できるよう、活動基準および危険な

業務で避けるべき業務内容等を定めたマニュアルを早急に整備すること。 

◇災害による停電時に各校体育館のエアコンや扇風機、連絡用通信端末等を稼働できるよ

う発電機が配備されておりますが、避難場所が各教室に及んだ場合は発電機だけでは十

分な電源確保ができないと予想されますので、早急に発電機の増設と蓄電池を追加配備

すること。 

 

防災用折畳みヘルメット 

  

 

＜統一要望 5＞ 新型コロナウイルス対策について（新規） 

学校内での生活の仕方も以前と変わり、マスクの着用、手指の消毒、検温は今や必須事

項であります。現段階で新型コロナウイルスに感染する最大の要因は飛沫感染と接触感染

に加え、マイクロ飛沫感染であると言われております。 

新型コロナウイルスから生徒及び教職員の身を守るためには、いわゆる「新しい生活様

式」を学校で行う必要があり、文部科学省より「学校の新しい生活様式」として密閉・密

集・密接のいわゆる「3密」を避けるよう各教育委員会へ通知がなされております。 

マイクロを含む飛沫感染を防ぐためには、気候上可能な限り常時換気を徹底する事とし

ております。それは、広く天井の高い体育館であっても換気は必要とされ、エアコンを使

用している教室でも、エアコンは単に空気を循環しているだけであるため、外気を取り込

む換気が必要とされております。 

しかしながら、昆虫や害虫などの生物が息づく季節においては窓の開閉によりそれらが

教室内へ侵入することが常であります。学校の立地条件や設置されている教室（特支）に

よって事情は異なりますが、虫の種類によってはデング熱やアナフィラキーショックを引

き起こす可能性もあり、特に基礎疾患のある生徒を多く抱える学校ではそもそもの死活問

題であると言えます。安心して外気を入れ込むためにも必要とされる各教室への網戸の設

置が急務であると考えます。 
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また、ほとんどの学校では玄関や昇降口の扉を開けっ放しにし、少しでも多くの外気を取

り組む対策を講じておりますが、まさに昆虫や害虫の玄関口としても利用されております。 

これまで網戸は各学校の判断のうえ、校割予算内での設置となっておりましたが、今や必

要不可欠なものとなっております。 

マスクについては PTA や近隣の企業より寄付がある学校もありますが、基本的には各家

庭で用意することは理解できます。ただ、教職員の中でも取り分け養護教員については、

職務遂行のために著しく感染リスクを高める行為が求められます。そのため、通常の不織

布マスクではなく、医療用マスク N95 等の着用が望ましいと考えます。 

もう一つの接触感染を防ぐためには、今や常識となっております手洗いや消毒液による

手指の衛生管理が欠かせません。文部科学省のマニュアルによると手指消毒の基本は 30 秒

程度の手洗いを推奨し、消毒液は補助的な役割とされておりますが、正直なところ、朝の

登校時に限られた時間と手洗い場で、密集を防ぎながら生徒全員が 30 秒程度の手洗いをす

ることは物理的に不可能でありますし、本来なら職務外の手洗いを指導する先生方の負担

が増しております。 

また、手洗いに限ってのことになりますが、現在のようなハンドル式蛇口では汚れた手

で蛇口を触り、綺麗にした手で汚れた蛇口に触れる事になります。他の自治体では手の甲

や肘等で操作できるレバー式に切り替えて感染予防をしているところもあり、各地での感

染拡大・予防防止に向けた様々な創意工夫を真似るべきであると考えます。 

加えて、学校によって環境は様々であります。そのため、補助的とされているアルコー

ル消毒液でなければ対応できない学校もありますし、時短を図り、密集を防ぐには、アル

コール消毒液を使用する方が遙かに効率的であります。 

現在では、アルコール消毒液の価格も流通も以前よりは落ち着きを取り戻しており、一

時に比べ入手しやすい状況ではありますが、少なくとも毎日 300 人以上が使用することを

考えると市販用では到底まかないきれません。 

適宜対応できるよう医師会や薬剤師会等との連携を図り、消毒液を安定的にストックし、

必要としている学校への配備をお願いいたします。なお、参考として 350 名程度の学校で

は 1 週間で使用するアルコール消毒液の量は約 2〜3ℓ程となります。（石鹸などによる手洗

いを併用した場合はこの限りではない） 

政府・文部科学省は各校の校長の判断で感染症対策や学習保障等に必要な取り組みを実

施するための経費を令和 2年度の補正予算にて財政措置（1校：100 万円下限）を行ってお

ります。こうした制度もフル活用し、今まさに必要としている物的体制の整備をするべき

時でありますので、以下について強く要望いたします。 

 

◇少ない投資で最大限の効果がありますので、必要な箇所への網戸の設置を早急に図る 

こと。 



中野区立中学校 PTA 連合会 

9 

 

◇怪我や疾病等の応急処置を行う養護教諭の感染リスクを下げるため、医療用マスク

N95 等を各学校へ配備すること。 

◇学校設置者として、医師会や薬剤師会等と連携し各学校へ十分なアルコール消毒液を

適時配備すること。 

なお、各校での使用状況は異なるため、補填する場合は臨機応変に対応すること。 

◇子どもたちに分かりやすく具体的で有効な感染予防対策として、現在のハンドル式の

蛇口をレバー式に交換すること。 

 

網戸増設例          医療用マスク N 95 の参考画像 

（既存の窓の桟に、網戸用の桟を設置） 

     

レバー式蛇口の参考画像と使用例 

       

 

最後に、新型コロナウイルスが再び全国に拡大したことを受け、教育委員会として区内

10 校の修学旅行の中止を決めました。中学校生活の最大の楽しみでありますので、子ども

も保護者も非常に残念な思いでおりますが、受験等の先々を考慮した英断であると感じて

おります。しかしながら、その他にも中学校生活の集大成である運動会やコーラスの開催

も危ぶまれており、仮に開催できたとしても単一学年のみとなる方向です。この状況であ

るから「やれるだけ十分。仕方がない。」と諦めがちになりますが、3 年生の「見せ場」は

各校の伝統を紡ぐためにも必要なことであると思います。 

今後、各校と各校 PTA において「何ができる？」を訴求する動きが予想されます。その

際は、未来の中野のために、子どもたちに対して物心両面において惜しみないご理解とご

協力を賜りますよう心よりお願い申し上げます。 
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〔2〕 各校優先要望 

＜第二中学校＞ 各教室への網戸設置について 

新型コロナウイルスの感染防止策として有効と言われるのが定期的な部屋の換気です。 

しかし、ほとんどの教室には網戸が無いため、特に一階の教室では樹木や近くの川の影

響で春先から夏場は窓を開けると虫が入るため十分な換気作業ができません。 

生徒の安全安心のためにも各教室へ網戸を設置していただくよう強く要望いたします。 

 ※＜統一要望 5＞の写真をご参照ください。 

 

＜第四中学校＞ 妙正寺川沿いへの感応型ライトの設置について 

本校は区内の中学校で唯一、校内施設の中を妙正寺川が通り抜ける構造となっておりま

す。川の流れや緑に囲まれ自然を感じる校風ですが、相反して、この川が夕方には死角と

なり、水量の少ない冬場の時期は川に沿って校舎へ容易に立ち入ることが可能な状況です。 

実際に昨年度 校舎内の橋の下の側面へ、当校生徒を中傷する落書きがありました。ま

た、過去には夏の深夜にグランド内に忍び込み、さらにはプールで泳いでいる不法侵入者

の通報も近隣からあった状況です。 

そのような状況下、早々に防犯カメラを設置していただき心より感謝申し上げます。生

徒達の安心安全の確保のため、さらに統合に向けて、しっかりとした防犯体制を確立しな

ければならず、妙正寺川に向けた感応型ライトの設置も必要でありますので、早期に設置

していただくよう引き続き強く要望いたします。 

 

必要な箇所にライトの設置を！ 

 

（校内を流れる妙正寺川） 
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＜第五中学校＞ 効果的な防災倉庫の配置について 

現在、防災倉庫に使用している部屋は校舎 1 階の中央部分にあり、大人数を収容する避

難場所となる体育館からは、校庭を通って校舎内に入らなければならず、アクセスが不便

である。校庭のプール近くのデッドスペースにプレハブの防災倉庫を設置することで防災

備品の体育館への搬入がたやすくなります。 

また、プレハブ式の防災倉庫を設置することにより、当校の抱えている深刻な部屋不足

を補うことが可能となるため、現在の部屋を更衣室として使用し、パーテーションを設け

て 2部屋にするなどの有効活用が可能となります。 

防災備品の備蓄は有事の際に必要ではあるが、校舎内の部屋を倉庫として使用すること

は、教室不足の問題と利便性の面から適正ではありません。さらに、夜間など教職員がい

ない時に災害が発生した場合、地域の方が防災備品を取るために校舎内に容易に入ること

が難しいと考えられ、有効性の面でも適正であるとはいえません。そのため、校庭にプレ

ハブ式防災倉庫を設置していただくよう強く要望いたします。 

 

現在の防災倉庫の様子 

（教室の出入り口をそのまま使用しているため運び出しも不便） 

 

 

＜第七中学校＞ 通信設備の充実について 

現在、第七中学校の無線 LAN 環境では、体育館やプールなどで通信できない状況により、

授業等で不具合が生じております。先日も体育館での全体授業で校内 Wi-Fi の通信不能に

より、急遽、教職員個人が所有するポケット Wi-Fi を使用する事態になりました。 

校内の環境整備は勿論の事、教員が授業で敷地内外を自由に使えるポケット Wi-Fi ルー

ターの配置をしていただくよう強く要望いたします。 

 

＜第八中学校＞ 

令和 3年度より再編するため、要望については第四中学校と同様であります。再編につ

いての要望は「学校再編」にて別途お願いをしておりますのでご拝読願います。 
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＜北中野中学校＞ 新校舎建設と仮設校舎の通学について 

昨年度同様となりますが、令和 6年度より実施される校舎全面改築に伴い、現在の敷地

の有効活用は勿論のこと、先を見据えた設備を整えるようよろしくお願いいたします。 

 完成時に生徒たちの使用するものが現在のもとは様変わりすることは容易に予想できま

す。ICT 活用、リモート授業の対応は勿論のこと、その時代、またその先を見据えた計画を

しっかり練る必要があります。そして、学校のもう一つの大きな役割として、大災害も見

据えた安心・安全なものになるよう整備しなければなりません。そのため、令和 3年度に

設置予定の学校改築委員会において、関係各所と充分な議論と検討を進める必要がありま

す。 

また、新校舎完成までは、仮設学校（現・西中野小学校）に通学する計画となっており、

大半の生徒が遠距離にある仮設学校まで通学することとなり、これまで以上に、車・電車

（踏切横断）の交通量も多く危険を伴います。 

新校舎完成までには、校内のより充実した環境整備の検討と併せて、通学路の安心安全

の確保をしっかりとするための議論と検討が必要不可欠でありますので、学校・PTA・地域

の方々との連携をしっかりとっていただくよう強く要望いたします。 

 

＜緑野中学校＞ 校庭への照明設置について 

本校の校庭（グラウンド）は区内 10校の中で唯一校舎と離れた場所に位置しております。

そのため校舎内の職員室からでは直接的な安全監視ができない構造となっており、また、

自動車・自転車等の交通量は比較的少ないものの、移動の際には道路を横断しなければな

りません。横断歩道付近に街頭はあるものの、日没後の視認がしづらく、部活動後の移動

においては教職員により生徒の安全確保を行っておりますが、一抹の不安があります。 

さらには、特に冬の時期は日没も早いため、隣接する緑野小学校のキッズプラザ施設を

利用する児童の安全確保も必要となります。そのため、生徒・児童の安全確保と、教職員

の負担軽減のためにも、横断歩道付近及び校庭内外を照らす照明器具の設置をしていただ

くよう強く要望いたします。 

 

校舎と校庭(グラウンド)の横断歩道      緑野小学校キッズプラザ付近 
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＜南中野中学校＞ オンライン授業の充実について 

新型コロナウイルス感染症による社会的影響を鑑み、オンライン授業をさらに推進する

ために各種機器の充実を図る必要があります。 

具体的には、必要な多くの動画を短時間で撮影できるようビデオカメラの補充、明るく

見やすくするための照明ライト、画像処理や編集作業が容易にできる処理能力の高い編集

用パソコン、聞き取りやすくするためのオーディオ機器等の必要な撮影機材の設置をして

いただくよう強く要望いたします。 

 

オンライン授業で撮影に用いられる機材例 

     

 

＜中野中学校＞ 感染防止のための施設改善について（手洗い場の蛇口交換） 

 現在の回転させる手洗い場のハンドル式蛇口では、ハンドルを汚れた手で握って開けて、

石鹸で洗った手で閉めなければなりません。そのため再び手が汚れてしまい、永遠に手を

洗う羽目になります。ハンドル部分だけの交換が可能なので、今のタイプのものから、強

く握る必要もなく、接触も少ない手の甲や肘で軽く操作できるレバー式のタイプに交換す

れば手洗い後のウイルス感染を防ぐことができます。 

子どもたちに分かりやすく具体的で有効な感染予防対策として、各地で実行され始めて

おりますので早急にご検討いただき、交換していただくよう強く要望いたします。 

※＜統一要望 5＞の写真をご参照ください。 

 

＜中野東中学校＞ 新校舎移転に伴う備品整備について 

本校が現在使用している備品は、旧第三中学校・旧第十中学校に設置していた備品のう

ち継続使用が可能と判断したものである。資源を有効活用しなければならないと考えてい

るが、旧式のものが多く、安全面から考えても非常に不安を抱いております。 

令和 3 年度より新校舎での生活となりますので、新しい学習環境に応じ、かつ現代での

安全性を考慮した備品を揃えるべきであると考えます。 

そのために、学校と行政において事前にしっかりとした話し合いを密にし、生徒・教職員

が安心・安全に利用できるしっかりとした備品を揃えていただくよう強く要望いたします。 
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〔3〕 教育環境について 

1．特別支援教育について 

中野区は都内でも早くから障がい者に対する特別支援教育に注力し、昭和 28 年に桃園小

学校へ最初の特殊学級を設置し、平成 19 年に特別支援教育が学校教育法の中に位置づけら

れてからも、障がいのある生徒の自立と社会参加を更に支援するため、学校現場の力を借

りながら、生徒一人ひとりの教育的ニーズを把握し、昨年度より区立中学校 10 校に特別支

援教室が設置されました。また、中野中学校を教育推進拠点として、各学校へ 3 名の専門

教員を巡回させる等の制度が始まりました。 

このような取り組みは、中学校において適切な指導と必要な支援を受けた生徒が、生活

や学習上の困難を一つずつ改善・克服し、中学校を巣立っていく姿に接する度に、私たち

はこの施策の必要性と重要性を実感します。 

しかし、障がいのある子どもたちへの支援は、中学校だけで完結するものではありませ

ん。障がいのある子どもたちがスムーズに社会参加し活躍するためには、乳幼児期から学

齢期での早期の気づきと療育、そして我々大人が理解を深める必要があります。そのため、

切れ目の無い支援が受けられる社会基盤の整備と社会全体での理解を深めるための施策を

図ることや始まったばかりですが、運用していく上で絶えずニーズに沿う改善を全体の施

策を進めることが重要であると考えます。 

今後、障がいの有無に関わらず、個々の多様性のある個性と認め、互いに尊重し合いな

がら暮らしていける真の「共生社会」を実現するためにも、これまで培ってきた経験等を

ベースに、中学校における特別支援教育の更なる充実を図ることが必要と考えますので、

以下について強く要望いたします。 

 

◇既存・新規の設置校の戸惑い、偏見をもたないように障がいと特別支援教育に関する

正しい理解の促進に向け、頻回に、より充実させた広報・啓発活動を継続すること。 

◇特別支援教育への専門的な教員育成および確保のため、特別支援学校教諭免許状の取

得促進や独立行政法人国立特別支援教育総合研究所が実施する研修等の受講促進に繋

がる時間的・金銭的なインセンティブな制度を設置すること。 

◇巡回職員に対して情報保護設定をした持ち歩き用パソコンの配布を実施すること。 

◇設置されている特別支援教室を含め、通級指導学級の設置数・設置場所について、生

徒・保護者・教職員の負担が無いよう最大限配慮と定期的にモニタリングをすることで

適正な運営維持を図ること。 

◇障がいのある生徒への支援は教育部門と福祉部門の連携が不可欠であるため、セクシ

ョナリズムに陥らず、中野区の両部門の連携内容と活動内容の情報の共有化を行い適切

な対応をすすめること。また、教育部門、福祉部門及び就労支援部門等の相談窓口の一

元化や、生徒・保護者・教職員支援のための啓発資材の作成・配布等を行うこと。 
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2．教育現場での人材確保・育成について 

（1）プール補助員・学校図書館指導員・任期付短時間勤務職員について 

安全確保のため、中野区の指導により中学校のプールの授業において監視員を 3 人配置

するよう設けられた体制は、各校の鋭意努力により概ね徹底してきたと見受けられます。

こうした安全配慮は保護者として非常に有り難い措置ではありますが、男女別で指導が行

われるプールの授業を考えると、校内の教職員をそれぞれ 3 名ずつ常時配置するというの

は、各教員が抱えている仕事量や、人材不足と言われている中で各教職員の負担も大きい

と思われます。そのため、平成 30 年からプール補助員を全校に配置していただき、生徒の

安全と教職員の負担軽減が図られておりますことに感謝申し上げます。 

本年度は新型コロナウイルスの影響で水泳の授業が無いため必要性はありませんが、来

年度以降も外部からの補助員を募らなければ監視員の人数が足りず、生徒の安全が脅かさ

れることも危惧されますので、各校で必要とする人材確保は来年度以降も確実に継続して

いただきたいと考えております。 

また、中野区では図書館指導員を早くから制度化しており、学校図書館図書標準につい

ても高い達成率を確保していただいております。本年度より統合図書館システムの運用に

より、各学校間での蔵書の相互利用や区立図書館の蔵書の検索や閲覧・貸出が可能となり

ます。 

第３次教育ビジョン及び中野区子ども読書活動推進計画では、調べ学習の幅が広がり、

より一層読書習慣を充実させることを記しておりますが、生徒と対面して教育活動に携わ

る学校図書館指導員は、調べる楽しみや、知る喜びを生徒たちに教え導くとともに、成長

過程にある中学生の情操を養う役割として欠かせません。 

中野区では、教育へのサービス面で調べ学習の支援を謳っておりますが、それには図書

館指導員のしっかりとしたレファレンスサービスが求められます。しかしながら、現在の

中野区の図書館指導員の勤務時間は 1 日 4 時間となっております。これでは、勤務時間の

ほとんどが図書の整理に取られ、レファレンスサービスに時間を割くことは困難であると

いわざるを得ません。また、図書館指導員の資質も取り沙汰されております。 

この様な事情から、限られた条件の中でご尽力いただいた経験者の方々のノウハウや専

門性をご配慮いただき、各校の図書館指導員の配置が行われ、一定水準確保のための研修

を実施すること。また学校図書館指導員の勤務時間の延長を図るなどの対策を求めます。 

さらに教育活動の充実を図るため、「任期付短時間勤務職員」を「教員」として各校に配

置する措置の延長、「任期付短時間勤務職員」の欠員が出た場合の「会計年度任用職員」の

募集、また前年度より「学校サポーター登録制度」など、区独自の措置を配していただき

ました。これは、中学校の 7割の教員の週当たりの在校時間が 60 時間超であるという長時

間労働の実態を踏まえ、学校における働き方改革推進プランの具体的な取り組みの一環と

言えるでしょう。「任期付短時間勤務職員」が、臨時職員としての補助的業務ではなく、正

規職員の教諭として他の教員との連携強化に加え、学習指導の方法や教材の作成を工夫す
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る等、積極的に学校を支える人員体制の確保となることを期しております。そして制度導

入が終着点ではなく、子どもたちのため、学校の教育活動が将来的に有機的に行われてい

るか、確固とした検証を行っていただきたいと考えております。 

より良い教育環境整備の構築は、国の方針に依るところもありますが、子どもたちの安

心安全の確保と教職員の負担軽減のために中野区として確実な対応をしていただきたいた

め、以下を強く要望いたします。 

 

◇生徒の安心安全確保を眼目とし、各中学校に十分なプール補助員を今後も継続して配

置すること。 

◇各校に配置していただいている学校図書館指導員の格差是正のための研修の実施。 

 また、勤務時間の延長等の対策で質の高いレファレンスサービスを区内全校の生徒す

べてが受けられる体制を構築すること。 

◇任期付短時間勤務職員制度の継続と、会計年度職員の募集、学校サポーター登録制度の 

区民への周知を図ること。 

◇教職員の労働環境の改善の為、学校サポーター登録制度や（一社）東京学校支援機構の 

運営する「ティープロサポーターバンク」等を活用し、教育現場の人材確保を行うこと。 
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（2）教育相談窓口の充実について 

現在の子どもが抱える心の病は、多感な思春期の経験が引き起こすものは勿論のこと、

家庭の貧困やネグレクトといった家庭環境に起因することや、SNS 等を介した目に見えない

家庭外からのいじめ、あるいはそれらが複合化した場合など、多様化しております。 

上記の事柄を子どもたちが外部の人間に相談することは容易なことではありません。人知

れず個々の悩みを抱え続け、最終的に自ら命を絶つという最悪の結果をも招きかねません。 

本来であれば、我が子を守り健全に育てることが親の責務ではありますが、大人もまた

現代の情報化社会の多様化に対応しきれず、同様に心の病を抱えている人も少なくないの

も実情です。教育を等しく受ける権利は憲法によって保障されている以上、PTA として、保

護者と教職員が協力して子どもたちを支えることは最も大事なことではありますが、一家

庭に対して関与することには、おのずと限界があります。そのため、子どもたちの心と命、

更に子育てに悩む保護者のためにも第三者による心の受け皿となる環境のさらなる拡充と

いつでも相談できる環境整備を強く望みます。 

平成 29 年度には、要望し続けてまいりましたスクールソーシャルワーカーや、昨年度に

は学校サポーターの拡充が図られるなど、進捗が見えたことは大変感謝しておりますが、

家庭環境に起因する不登校については、学校側からの支援だけでは賄い切れないことも判

明しております。 

近年、子どもを取り巻く環境が大きく変わっております。子どもたちの心のサインを見

逃さず、早期発見及び早期対応を図ることが大切であり、学校・家庭・地域が一体となっ

て未然防止に取り組む必要があります。そのためには、地域社会と協同し、学校内外で子

どもが多くの大人と接する機会を増やすことが重要で、親でも教師でもない第三者と子ど

もとの新しい関係＝「ナナメの関係」をつくることが大切であります。子どもも保護者も

安心して、ほんの些細なことでも本音が出せる『ナナメの関係』を構築するためにはまず

中野区による関係各所への積極的な関与が必要であると考えますので、以下を強く要望い

たします。 

 

◇子ども・保護者が困った時に、いつでも電話相談できる窓口をフリーダイヤルにする

こと。 

また、問題の芽を早い段階で摘み取るために、区独自に LINE など身近なアプリケーシ

ョンを使用し、時代と背景に合致した対策を講じること。 

◇安心して子どもたちや保護者が相談と信頼のできる相談員の確保と育成を引き続き図 

ること。 

◇学校が人員確保に当たると同時に、区として人材情報の蓄積、共有、人材の発掘、育 

成のための仕組みに関して、詳細な報告をすること。 

◇「子ども家庭支援センター」・「教育センター」・「すこやか福祉センター」・「学校」の 

連携を図り、福祉と教育の両面から支える具体的な仕組みをつくること。 
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（3）部活動における外部指導員・部活動指導員の活用について 

平成29年3月に改訂された学習指導要領において、「教育課程外の学校教育活動と教育課

程の関連が図られるように留意するものとする。特に、生徒の自主的、自発的な参加によ

り行われる部活動については、スポーツや文化、科学等に親しませ、学習意欲の向上や責

任感、連帯感の涵養等、学校教育が目指す資質・能力の育成に資するものであり、学校教

育の一環として、教育課程との関連が図られるよう留意すること。その際、学校や地域の

実態に応じ、地域の人々の協力、社会教育施設や社会教育関係団体等の各種団体との連携

などの運営上の工夫を行い、持続可能な運営体制が整えられるようにするものとする。」

とあります。 

部活動は、この時期にこそ学ぶべき真剣勝負や団結力、集団行動を通じて協調性、健全

な心身や良好な人間関係などを得るための大切な教育の場であり、さらにクラブチーム等

の外部団体とは違い、学校内で日常的に行っていることによる身近な環境で容易に活動に

参加できるというメリットもあり、生徒たちには授業だけでは得られない多様な経験をす

る場、また居場所としての機能も備えていると考えます。 

部活動に参加する生徒、保護者の求める技術力の向上や部活動の活性化に対し、多忙な

顧問の先生だけでは応えられない場面も想定され、専門的な指導力を持った外部指導員・

部活動指導員の活用は大いになされるべきであり、「中野区立学校における働き方改革推

進プラン」においてもその方向性は一致しています。しかしながら、指導要領の改訂以前

より学校では指導者としての適性を持ち、かつ限られた予算内で協力を得られる人材を確

保することが難しい状況であります。区内では学校支援ボランティア制度も確立し、スポ

ーツコミュニティプラザにおいてもスポーツ支援の人材育成を進めていますが、学校現場

においては実用的ではないため効果的に利用されていないのが現状と言えます。 

子どもたちの多様性に対応できるような、地域や各学校との連携・コミュニケーション

向上、人材配置を考える必要があると考えます。 

具体的には、小学生が通う地域に根差した各種スポーツクラブ（サッカー、野球、バス

ケットボール、バレーボール、卓球、剣友会（剣道））等とより積極的に交流を図り、そ

の指導者の方たちから外部指導員・部活動指導員の発掘・養成を行うことによって、教職

員の負担軽減はもちろん、地域に開かれた学校づくりの端緒となることが期待されます。

さらには、小学生時代から関わっている指導者が中学の部活動の指導をしていることによ

り、中1ギャップのストレスを軽減する一助となると考えられます。また、地域に根差した

外部指導員・部活動指導員の方がいれば、教職員の異動によって部活動が廃部となる悲し

い経験を生徒たちにさせることもなくなると考えます。課題として、部活動が学校教育の

一環であることや危機管理、服務規程等を十分に理解してもらう必要があり、また部活動

を私物化する可能性も否定できません。その防止策として、教育委員会が定期的に複数回

「運動部活動での指導のガイドライン」等を研修する必要があると考えます。部活動指導

員については、東京都教育委員会の「運動部活動の在り方に関する方針」においても、「市
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区町村教育委員会は、各学校の生徒や教師の数、部活動指導員の配置状況や校務分担実態

等を踏まえ、部活動指導員を積極的に任用し、学校に配置する。」と定められ、教育委員

会が中心となって積極的に登用を進めることや、定期的な研修を行うこと、地域と連携す

るよう求められています。 

学校はこれまでと同様に教職員による顧問の位置づけを維持しつつ、働き方改革を推進

するために教職員の意識改革を進め、外部指導員・部活動指導員が不足等している状況の

改善のために地域のスポーツクラブとの交流を図り指導者を発掘し、恒常的に部活動を充

実・継続させるよう取り組むことが求められています。 

そのためにも行政が具体的なビジョンを提示し、現場の実態調査を行い、教職員が利用

しやすい外部指導員・部活動指導員の登用システムの構築や研修制度を確立することで積

極的に支援し、この制度を推進していく姿勢を明確に示していただくよう、以下を強く要

望いたします。 

 

◇外部指導員・部活動指導員の補てんと充実のために、各クラブにつき少なくとも一人

は依頼できるよう予算の拡充を図ること。 

◇スポーツコミュニティプラザ等での外部指導員・部活動指導員発掘育成を行い、各学

校の部活動にリンクした人材育成と、受け入れ側の学校・教職員が利用しやすい人材

情報を共有できるシステムの構築を図ること。 

またその際は、研修制度を確立し学校及び生徒に不利益が生じないよう十分な対策を

講じること。 

◇地域に根差したスポーツクラブ（スポーツコミュニティプラザのクラブを除く）との

交流を図り、外部指導員・部活動指導員を発掘・育成し、部活動を充実・継続させる

だけでなく、地域に開かれた学校づくりを目指すこと。 

◇教育委員会として働き方改革を進めるために外部指導員・部活動指導員を積極的に利

用するよう意識改革を進めること。そのためにも行政が具体的なビジョンを提示する

こと。 
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3．学校再編について 

中野区立中学校の再編については、「中野区立小中学校再編計画」（平成 17 年 10 月策

定）及び「中野区立小中学校再編計画（第 2次）」（平成 25 年 3 月策定。以下「第 2次再

編計画」という。）に基づき進められ、平成 20 年度の緑野中学校の開校から始まり、つい

に最後の第四中学校と第八中学校の統合も本年度正式に「中野区立明和中学校」と校名も

決まり、令和 3 年 4 月に新校としてスタートいたします。また、第 2 次再編計画及び「中

野区立小中学校設備整備計画」（平成 26 年 10 月策定）に基づく、中野東中学校及び明和

中学校の統合新校の新校舎建設はこれからとなっています。 

 しかし、その設備整備計画も令和 5 年度に建築完了予定の明和中学校の移転先（現美鳩

小学校）の擁壁構造調査による安全性不足や周辺都住宅施設の工事計画の交通状況を踏ま

え、建築計画が令和 7 年度以降に延期されることになっています。また、現在の新型コロ

ナウイルス拡大による経済状況の落ち込みにより中野東中学校の新校舎建設の進捗状況か

ら、令和 3年度の移設が計画通り実施されるのか懸念いたしております。 

上記再編計画は第 1 次、第 2 次と進捗しておりますが、一部の計画遅延・延期が各校の

移転、進学希望に玉突き的に影響を与えるので、改めて点検や停滞・留保している事案に

ついては見直しを図る等の対策を講じるよう要望いたします。 

再編、移転等は、一日の大半を学校で過ごす子ども達と学校関係者のための教育環境の

場でもあり、通学を含めた教育設備の充実は未来の中野区を支える人員の育成の基盤にも

なります。また、学校は地域住民のシンボルであり、災害・緊急事態の有事においては避

難設備としての拠点となりますので、是非とも中野区全体でのご配慮をいただきますよう

中学校 PTA 連合会より、以下強く要望いたします。 

 

◇ 新型コロナ下においても、明和中学校の新校開始への各種準備審議、情報配信につい 

て努力、工夫をもって堅持すること。 

◇ 新校舎への移転延期に関わらず、明和中学校の開始時点の校舎（現第四中学校）が、

生徒によっては母校となるため、そこに集う生徒が充実した学習環境になるように、

現設備の実査点検および修繕を期限内に確実に実施すること。 

◇ 新校舎の建設にあたっては、地域環境・社会環境の変化に対応した設計を行い、音楽

室や体育館の防音化、プールにおける外部からの目線への配慮などの対策を図ること。

また、ICT の高機能化に伴う発展の余地を考慮した施設仕様となるよう十分な検討を行

うこと。 

◇ 新校舎には、教職員の働き方改革を推進し、もって子ども達の教育内容の充実にも資

するよう、教職員用の更衣室及び休憩室を確保すること。 

◇ 新築する校舎、体育館、武道場、図書館及び会議室等の完全冷暖房化を図ること。 
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4．環境整備について 

平成 29 年度より「環境整備」という大枠で上述してまいりました事項やその他につきま

して要望をいたしております。本年は新型コロナウイルスの世界的大流行により世界中の

13 億人の子ども達が学校に行けない事態となりました。日本においても例外ではなく、中

野区でも学校が再開したのは 6 月からでした。これまでの日常や環境が、ある日を境に一

変し、非常識が常識になりつつあります。 

政府の緊急事態宣言の発出にともない、国民一人ひとりの努力で感染者は格段に減りま

したが、移動制限の緩和後は若者を中心に感染者が増え、他国でも同様の現象が起きてお

り、収束の気配すら見えません。この様な状況は新型コロナウイルスに対するワクチンと

特効薬が 75 億人分開発されるまで続くと予想もされており、長期戦を覚悟しなければなら

ない過酷な歴史上の出来事の中に子ども達は存在しております。 

この様な感染症が猛威を振るったのは 100 年前のいわゆる「スペイン風邪」以来となり

ますが、当時の状況とは科学的に大きな違いがあり、新薬発明まではさほど時間を要さな

いかもしれませんが、科学の発展故に COVID19 が世界中を席巻するのに時間を要さなかっ

たのも事実であります。 

全ての物事にはメリット・デメリットが存在しますが、今回の約 3 ヶ月間の休業措置で

分かったことはテクノロジーがもたらす恩恵は計り知れないということであります。各学

校では、不安を抱えながらも現段階で持ち得る材料で、オンラインでの授業、学活等で子

ども達のために多くのことにチャレンジをしていただきました。 

ICT については統一要望として別項目で要望をしておりますが、この危機的なコロナ禍を

チャンスに変えるべく「GIGA スクール構想」の実現に向けて動きが加速した今こそ、積極

的にハード・ソフト・人材の環境整備を行うことが賢明であると考えております。 

中野区におかれましては「子育て先進区」の実現のため、可視的な実績として子どもを

育む事業や施設整備の様々な取り組みがなされておりますが、区内小中学校の再編校の開

校・校舎新築、また既存の小中学校の校舎新築化計画が進む過渡期にあり、多くの学校で

児童生徒・教職員は様々な不便さや不具合を許容し合っているのが現状です。 

その様な中、中野区では今般の新型コロナウイルスの感染症拡大に伴う景気後退により、

区財政にも大きな影響を及ぼすと見込み、今後の予算執行においては歳出抑制に舵を切り、

新築に向けて基本設計や基本構想を行うはずだった中野本郷小学校、桃園第二小学校が校

舎新築の延期という憂き目にあっております。 

また、コロナ禍とは別ではありますが、様々な角度の情報収集不足、各部局との情報共

有の低さを要因として第四中学校・第八中学校の新校舎建設や、建て替えまでの間に使用

する仮校舎（第四中学校）の改築にも影響を与えております。 

もっとも平成 23年に再編し誕生した平和の森小学校の新校舎建設が未だに手つかずの状

態ですので驚きはありませんが、この数年で行政の継続性が薄まってきている印象を持た

ざるを得ません。 
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統一要望及び各校からの要望は、生徒の安全・安心を最優先に考え提出させていただい

ており、教育委員会におかれましては、そうした私どもの意を汲んで頂き迅速に対応して

いただいておりますが、長年にわたり解決・改善されていない要望もございます。 

行政組織は通常、特定の人に権限が集中しないように人事を流動化したり、活性化を図

るために 2 年や 3 年で異動していきますが、過去のことが忘れ去られることや、政策の継

続が途切れたり、実績の検証がおろそかになるという欠点があります。こうしたことを防

ぐ方法として、本要望書が存在しているものと自負しております。 

また、限られた教育予算であるからこそ我々も真剣に考え、精査した上で提出しており

ますので、これまで以上に本要望書に向き合っていただきたいと存じます。 

より良い中学校を構築するために各中学校のハード・ソフトの環境整備は欠かせません

が、より良い小学校の環境整備を同時に図ることも重要であります。 

これまで中 P連では「一校の問題は中野区立中学校の問題として共に考え学び行動する」

ことをスローガンに掲げておりましたが、中野区では小中連携教育を推進していることも

あり、今後は『一校の問題は中野区立「小中学校」の問題として共に考え学び行動する』

として活動して参りたいと思います。 

尚かつ、それらには直接関係ないように思われる要望事に関しても、中 P 連では学校生

活には最低限必要であると捉え｢あったらいいね、という贅沢なものではなく、なくてはな

らない必要な事柄だけ｣としております。 

「生徒一人ひとりがその個性や関心に応じて発展的な学習ができ」更に「一人ひとりが

自立し、地域社会の一員として、生きがいをもって生活をしている」人物像を目指す中野

区教育ビジョンを実現するには協働が不可欠でありますので、以下につきまして特段のご

配慮を賜りますよう強く要望いたします。 

 

◇学校部活動（運動部・文化部）の設備、備品の充実のために従前通り必要な校割予算

の充実を図ること。 

加えて、新型コロナウイルス対策費用を別途盛り込むこと。 

◇検討中の学校部活動の、区内公共施設、また教育環境施設と連携した利用ができるよ

う早急に、明確な指針や基準の策定を図ること。  

◇統合図書館システム運用に伴い、引き続きその運営委託に関する環境に対し十分な検

証を行い、生徒の読書及び学習環境の一層の充実を図ること。  

◇学校に居場所や相談相手を見出せない生徒に対する適応指導教室の対象学年や、適正

配置を図っていただきましたが、今後も状況に応じての柔軟な対応とソーシャルワー

カー等の関係各位と連携を密にして取り組むこと。 

◇放課後や休日の、児童生徒の居場所づくりを構築するために、当事者である児童生徒

及び地域の声を丹念に吸い上げ、それらを早急に実行に移すこと。  

 



【資料】各校の要望事項について





私たちの要望は、『あったらいいね』という贅沢なものではなく、 

なくてはならない必要な事柄だけです 
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令和 2 年度中野区立中学校 PTA 連合会 

役職 学校名 氏名 

連合会長 北中野中学校 小鹿原 徳人 

副会長 第四中学校 亀山 正樹 

副会長 緑野中学校 能登 祐克 

 第二中学校 伊藤 正信 

 第五中学校 矢木 一利 

 第七中学校 奥澤 利夫 

 第八中学校 重盛 敏雄 

  南中野中学校 望月 海主 

 中野中学校 寺田 牧人 

 中野東中学校 富永 美紀 

 

役職 経歴 氏名 

相談役 H23 連合副会長、H24、

25 事務局 H26〜28 顧問、

H29、R1 相談役 

緑野中学校元会長 

廣瀬 千史 

顧問 H25 連合会長、H26〜28、

31 顧問 

南中野中学校元会長 

照屋 宏 

顧問 R1 連合会長 

南中野中学校前会長 

犬塚 重曉 

顧問 R1 連合副会長 

中野中学校前会長 

高橋 万里子 

顧問 第二中学校前会長 平 高行 

事務局 H27〜事務局 

第八中学校元会長 

飯沼 直之 

事務局 H30 連合会長 

北中野中学校元会長 

小野 未央 

【編集】事業委員会 

 委員長 奥澤 利夫 

     能登 祐克 

     望月 海主 

     富永 美紀 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


